
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 月上旬   
 
 
4 月 1０日  
 
 
 

4 月 1７日   

           

  

 
 
 
 
      

4 月 23 日 

24 日(予定)     
  
４月下旬以降 

● 全国学力・学習状況調査自校採点研修会 
◆「自校採点 → 分析 → 改善」に結びつける。 

    

● 学力向上通信「三重の学-Viva!!」4 月号  
  ◆ 平成 30 年度全国学力・学習状況調査の実施にあたって 等 
 

 ● 公立小中学校等校長研修会 
◆ 小中学校等において多様化する今日的な課題への的確な対応、 

円滑な学校運営の推進に向けて 

● ◆ 自校採点の結果分析から見えてきた課題をふまえ、早期からの授業改善の方策について 
全教員で協議し、共通認識を図る。 

● 平成 30年度全国学力・学習状況調査 
 

◆ 対象学年：小学校第 6 学年・中学校第 3 学年  

◆ 実施教科：国語、算数・数学、理科 

  

・年 度 末 の 授 業  1 年間の学習の定着状況や、年度初めの全国学調等に見られたつまずきの 

克服状況を把握し、できていないところをできるようにしましょう。 

問題を解くペースをつかませるために、 しましょう。 

・   個の課題に応じた指導を行い、確実な学習内容の定着につなげましょう。 

・日々の家庭学習  ヒントがあることから、自力で取り組めます。「わかった」「できた」という 

達成感を持たせましょう。 

・春 休 み の 課 題  学習時間の確保により、自主的・計画的な学習につなげましょう。 

 
解答類型に分けることで、

子どもの課題を把握 

●●● ●●● 

 
子どもたちが自分の力で
解けるヒントを掲載 

 

授業改善サイクル支援ネットへの自校採点結果の入力  
→ リアルタイムに設問ごとの定着状況を把握し、早期からの授業改善に活用 

● みえの子どもたちの課題に対応したワークシートを配信 
「三重の学-Viva!!セット 第 10 弾」を各小中学校等に配付 

● 各校の子どもたちの実態に応じたワークシートを活用した取組 
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「三重の学-Viva!!（まなびば）」 

３月号 

三重の 

※学-Viva：「Viva」は，「生きる」という動詞から生まれた言葉です。三重の「学び場」が生き生きするイメージで名付けました。 

学 
ま な 

  

これまでの全国学力・学習状況調査やみえスタディ・チェックの結果に見られる経年的課題を中心に、次年度に向け

て、つまずきを克服する取組を進め、子どもたち一人ひとりの学習内容の確かな理解と定着を図ることが重要です。 

次年度当初に全国学力・学習状況調査、みえスタディ・チェックが実施されます。子どもたちの学習状況を把握・分

析し、見えてきた成果や課題を検証するとともに、授業改善や学習状況の改善等に役立てましょう。また、子どもたち

の日々の頑張りが形として現れるよう、今、できることに取り組みましょう。 

平成 30 年度第 1 回みえスタディ・チェック 
 

◆ 対象学年：小学校第 4 学年・第 5 学年 

◆ 実施教科：国語・算数・理科 

 

◆ 対象学年：中学校第 1 学年・第 2 学年 

◆ 実施教科：国語・数学・理科 

 

  

  

  

 

 

 

 
＊ 調査実施後、文部科学省へ送付する前に 

解答用紙をコピー 
（取り扱いに十分ご留意ください） 

・小６・中３：卒業までに身につけるべき力を確実に定着させる。 

・小５・中２：最高学年での学びにつながるよう、学力の定着状況を把握し、課題を克服させる。 

・小１～４・中１：次年度につながるよう、系統的に学力を積み上げていく。 

 

3 月 



   

 
 
○ TT（ティーム・ティーチング）の教員と、学習支援サポーターの 3 名体制で行っています。 
→ 組織的、効率的な体制づくりは、より効果的な学習指導につながっていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
児童が全ての授業で「めあて」と

「振り返り」が意識できるように掲
示を行っています。学校の実態に応
じ、また学年の発達段階に応じ、全
校で統一して行うこと、子どもたち
に「何のためにするのか」を理解さ
せた上で行うことが大切です。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

〔学習に向かう教室づくり〕 
児童が日常的に復習できるよう、「学習した内容」や「授業で使用した提示物」などを教室に掲示しています。 

 

 

 

○ 「松阪市標準学力調査」の結果を基礎資料とし、児童の実態に応じて、5 年生の 3 クラスを４つの学習集団 

（コース）に分けます。 

→ 教員が児童の学習の定着状況を把握しやすくなり、指導の充実とともに、個に応じた指導ができます。 

→ ４つの学習集団（コース）を基本としますが、児童の実態に合わせて弾力的にコース設定を行います。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

   志摩市立神明小学校の取組 国の事業「学力定着に課題を抱える学校の重点的･包括的支援に関する

実践研究」の指定を受けて、次のような取組を行いました。 

● 教室に掲示されています! ● 

１．補充的な学習 
・朝の学習を週２回か

ら３回に!! 

・全学年で２学年前か

らの既習事項の学び

直しや反復練習を行

う等の補充的な学習

を実施 

 

２．家庭での学習習慣の定着 
・「学年×10＋10 分」という時間を目安にした宿

題 

・宿題は、次の日に確実に提出することを目標と

し、児童が提出した宿題の内容に間違いがある場

合は、必ず直しを行うよう徹底して指導 

・高学年では、予習や復習、自主学習のやり方を紹

介し、自分で課題を見つけて学習する取組も実施 

 コース選択 

○ 単元ごとにコースを選択します。  
→ レディネステストの結果をふまえ、児童は希望のコースを選択します。  
→ 教員は、今回の学習単元がその児童の苦手とする学習分野であるかどうか等を 

判断した上で、希望コース以外のコースでの学習を提案します。 
児童はコース選択を重ねるごとに、自分の学習の定着状況を把握し、適切なコース選択ができ

るようになってきています。 

 

算数アンケートの結果 
９０％以上が 
「自分が選んだコースで 
よかった」と回答 

担任（T1） 
・主に授業を進める 

 

 
TT 指導（４・5 年生 算数） 

少人数加配（T２） 
・児童の学習状況の 
把握・共有 
（個に応じた指導） 
・授業を進める 

学習支援サポーター 
・児童の学習状況の 
把握・共有 

 ・家庭学習の見届け → T２と学習支援サポーター 

児童のつまずきの把握・共有 → T1 
 

・机間指導担当を決めておく 

→ 児童の様子のより細かな把握  

→ 個に応じた指導 
 

・T２が授業を進める 

→ T1 の児童の様子のより細かな把握 

→ 個に応じた指導、指導の充実 

 「めあて」と「振り返り」 

 補充的な学習、発展的な学習 

   松阪市立第五小学校の取組 
 

３．発展的な学習 

・全国学調に対応して作成したワークシート集

「三重の学－Ｖiva!!セット」を活用 

４．教職員の取組 

・全国学調、みえスタディ・チェックの採点を全

教職員で実施し、児童の実態を学校全体で共有 

・児童の実態から見られる、自校の強み、弱みに

ついて校内研修で交流し、成果と課題を把握 

「わかる授業」促進事業の実践推進校として２年間の指定を受け、算数で

習熟度別少人数指導を行っています。第五小の習熟度別コース編成の方

法を紹介します。 
 ４つの学習集団 

 レディネステストとコース別テスト 

○ 単元で「どんな力を身につけさせたいか」を明らかにし、レディネステストを作成します。 
→ 必ず一問は、「考え方を説明しましょう」という問題とし、思考力・表現力がどの程度身についているのか 

を判断します。 
○ コース別テストについては、単元末テストと一緒に実施しています。 
→ 発展コースでは、考え方を記述させる問題を取り入れ、授業中に培った表現力や判断力がどの程度身につい 

ているのかを把握し、次の単元の指導に反映するようにしています。 

 



アンケート結果より 

 

58.0%

30.0%

8.6%

3.4%

できるようになった

だいたいできるようになった

どちらともいえない

あまりできるようにならなかった

95.0%

5.0%

楽しかった

あまり楽しくなかった

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ. うまく動かないときは、考えて解
決策を試すようになりましたか。 

児童の与えられた課題に繰り返し取り組む姿や友だちと相談して解決していこうする姿がみられました。
プログラムが動かない時にどうすればよいかを意欲的に考え、試行錯誤をして問題解決を図ろうとしていま
した。プログラミングの体験は、楽しみながら論理的思考力や問題解決力、コミュニケーション力を育成す
ることにつながります。 
このように、プログラミング教育は新学習指導要領で示されている「主体的・対話的で深い学び」となり、

学習で培われた論理的思考力が他の教科に生かされ、学力向上が期待されます。 

＊  ＊  

 

新学習指導要領では、「児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに意図した処理を行わ
せるために必要な論理的思考力を身に付けるための学習活動を計画的に実施する」と示されています。  
そこで県教育委員会では本年度、「プログラミング指導者（メンター）育成研修」を県内 35 名の受講

者を対象に計６回実施するとともに、県内の小学校３校（南伊勢町立南勢小学校、伊勢市立厚生小学校、
亀山市立神辺小学校）と連携してプログラミング講座を開催することで、プログラミング教育の普及推
進を図りました。 

●●●●●小学校での実施に向けて●●●●● 
プログラミング教育を「どの学年の、どの教科の、どの単元に位置づけて実施していくか」を考えること

はとても大切なことです。カリキュラム・マネジメントの視点を持って、学校全体で位置づけを確認してい
くことが求められます。 
そこで、まずは校内研修等でプログラミング教育の理解を深めることから進めていきましょう。 
本年度、プログラミング教育の講義や演習の様子を収録した、ネット DE 研修を新たに作成しました。 
ぜひ、ご活用ください！  

 

〔参加児童の感想〕 
・難しい時には友だちと話し合って工夫すると、失敗が 
成功につながりました。 

・わからない時にどうすればよいか、しっかり考えたら 
課題をクリアできたのですごくうれしかったです。  

〔参加した教員の声〕 
・児童の学びを保障するために、できるだけ指示を少な 
くすることが大切だとわかりました。 

・課題解決に向けた対話をしやすいよう、少人数グルー 
プでの活動がよいことが理解できました。 

南伊勢町立南勢小学校 

 

〔12 月 11 日 他〕 
 

いもむし型ロボットを活用し
たプログミング講座 

 
図を描く等のミッションをク

リアするために、２人一組で相
談しながら画面上のキャラクタ
ーを動かすプログラムを考えま
した。 

プログラミングアプリを活
用したプログラミング講座 

亀山市立神辺小学校 

 

〔11 月 5 日〕 

 

Ｑ. 友だちと協力して、作業を進
められるようになりましたか。 

Ｑ. プログラム体験は楽しか
ったですか。 

車型ロボットが、１m進んで止
まる、四角形に動いて元の位置に
戻るというプログラムを、３人一
組で試行錯誤をしながら考えま
した。 

車型ロボットを活用したプロ
グラミング講座 

伊勢市立厚生小学校 〔10 月 13 日 他〕 

51.9%32.1%

11.1%

4.9%

できるようになった

だいたいできるようになった

どちらともいえない

あまりできるようにならなかった

ネット DE 研修 「 プログラミング教育 -入門編‐ 」 

プログラミング講座  

 

「直進する」・「右に曲がる」
等のパーツを組み合わせて動き
をつくるロボットに、コーンをま
わって戻る動きをさせるよう、グ
ループで考えました。 

ロボットやソフトウェアを活用したプログラミングの体験を通して、児童に論理的思考力を育成す
るための講座を開催しました。また参加した教員が効果的な指導方法等について話し合いました。 



                      

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上 

に向けた 【事例３０】名張市立つつじが丘小学校 

 

子どもがいきいきとつながるコミュニケーション能力の育成 
 ～子どもたちが積極的に外国語を用いて、周りの人と関わっていくコミュニケーション能力を高めるために～ 

3 つの「外国語活動でのコミュニケーション能力」を育成するための取組 

・English Morning Program：ALT と担当教員が、週に 1 回、一斉放送で 

新しい英語の歌や単語、フレーズを教える。単語やフレーズは教室掲示する。 

・World Street：絵入りの英語カードや、本校に在校している外国にルーツを 

もつ児童の国の写真等を、廊下に掲示する。 

外国語活動に慣れ親しむ環境づくり 「外国語を話してみたい」「外国語で相手に伝えたい」と思える雰囲気づくり 

 

・小中合同の国際交流イベントの実施：つつじが丘小 6 年生、南中３年生、市内在住の外国人、ALT、留学生、地域の方等と、

名張の特徴や日本の文化等について英語で紹介したり、クイズを行ったりする。 

・校内の国際交流イベントの実施：1～5 年生が海外旅行を擬似体験。パスポートをもって日本（体育館）を出国し、いろいろな

国のブースをまわり、異文化体験をしたり、英語でクイズに答えたりしながらスタンプを集め、帰国する。 

・オーストラリアのステラマリス小学校とのスカイプによる交流：3～6 年生が年 2 回、ふるさと名張を英語で発信、交流する。 

 

子どもが、主体的に聞きたい、伝えたいと感じる授業の創造 英語を使う必然性のある場面の設定 

・教員の授業力向上のための取組：学年でレッスンプランを作成。授業後は学年で振り返る。また、ALT との TT（ティーム

ティーチング）による授業を参観し合ったり、校内研修で、授業で行ったアクティビティ等を共有したりする。 

・「今日も英語で元気」～教員の英語力向上のための取組～： 

毎朝教員全員が「クラスルームイングリッシュ」を学び、 

その日に、使用に適切な場面で子どもたちに５回以上使う。 

 

担任主導で進める外国語活動の授業 
担任が英語の学びを楽しみ、英語を使って授業を進めることで、 

「学習者のモデル」「コミュニケーションをとる人の手本」を示す 

①授業をはじめ様々な場面で、繰り返し英語を聞いたり見たり話したりすることで、体験的に理解を深め、話し手の

言葉をよく聞いて、意向を理解しようとする姿がみられるようになった。 

②教員が英語を積極的に使うことで、児童も抵抗なく安心して、学んだ英語やジェスチャーを 

使って伝えようとする姿がみられるようになった。 

③英語を話す必然性を作ることで、「聞きたい、伝えたい」という思いを自然に引き出すことが 

でき、積極的にコミュニケーションを図ろうとする主体的な姿を引き出すことができた。 

④外国語活動の時間だけでなく、他の場面でも友だちや教員、地域の人たちに積極的に 

コミュニケーションを図ろうとする児童の姿がみられるようになった。 

つつじが丘小学校では、平成 27 年度の秋から名張市の小中一貫教育推進校の指定を受けて、子どもたちの 9 年間の

成長を見据えた取組を始めました。そして平成 28 年度からは、コミュニケーション能力の育成をめざし、英語教育を

切り口に研究を進めています。 

英語が聞き取れるようになった。 

 英語を話せるようになってきた。 

自分の英語が通じた。 想像して聞くのが楽しい。 

 自信を持って自分の伝えたいことを伝えることができた。 

●●●●●●●●学校長より●●●●●●●● 

新学習指導要領が告示され、小学校英語教育が早期化･教科化されることになりました。平成 32 年度からの全面実施に先がけ

て、「担任教師が主体的に自信を持って」「子どもたちが必然性を持って」の二つのことを合言葉に、校内での研修を進めてきま

した。とりわけ「子どもたちが必然性を持って」ということは、外国語活動・外国語科にとどまらず、すべての教科指導に共通す

る部分だと考え、他教科でも意識できる教員が増えてきました。 

子ども 
の声 

 

人の話や意見をしっかり聞

き、内容をとらえようとする

こと（聞く） 

 

自分と相手の考えをお互いに理解し

ようとし、さらに会話や行動が広が

っていくこと（わかり合う） 

こと（わかり合う） 

 

自分の考えを、その場に応じた表現や 

身振り手振りなどの動作を交えて伝

えること（伝える） 

 
つつじが丘小学校の「外国語活動でのコミュニケーション能力」の捉え 

 成 果 


